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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第18期
第３四半期
連結累計期間

第19期
第３四半期
連結累計期間

第18期

会計期間
自 2019年５月１日
至 2020年１月31日

自 2020年５月１日
至 2021年１月31日

自 2019年５月１日
至 2020年４月30日

売上高 (百万円) 11,487 13,426 15,730

経常利益 (百万円) 431 718 747

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 245 405 408

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 244 425 398

純資産額 (百万円) 3,961 4,473 4,102

総資産額 (百万円) 6,577 9,194 7,283

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 38.72 64.46 64.48

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) - - -

自己資本比率 (％) 58.4 47.0 54.8
 

 

回次
第18期
第３四半期
連結会計期間

第19期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 2019年11月１日
至 2020年１月31日

自 2020年11月１日
至 2021年１月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 12.91 33.05
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しな

いため、記載しておりません。

 
２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営んでいる事業の内容に重要

な変更はありません。

主要な関係会社における異動については、株式会社松風、株式会社まつげエクステンション研究所、MATSUKEN

VIETNAM CO.,LTD及び株式会社和楽の株式を取得したため、また、株式会社ビュートピアを新規設立したため、第２

四半期連結会計期間より連結の範囲に含めております。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

該当事項はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 
(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染拡大により１月に緊急事態宣言が再

発出され、それに伴い経済活動の自粛等の影響により、企業の業績や景況感が悪化し厳しい状況で推移しました。

美容業界におきましても、前回の緊急事態宣言以降の落ち込みからの回復途上で再び、顧客の不安心理増大に伴

う来店数減少等といった厳しい状況に直面することとなりました。

そのような状況下、当社グループでは、期初より業界全体の厳しい状況からマイナス影響を受けてはいたもの

の、商品・サービス・物流機能の拡充等による競争力の強化やWEBマーケティング施策の成果に加え、コロナ禍影響

による業界のデジタル化促進、新グループ会社の収益計上もあって、第３四半期会計期間におきましては、物販事

業を中心に業績を大きく伸長することが出来ました（第３四半期の売上高は前年同四半期比33.9％増）。

この結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は13,426,717千円（前年同期比16.9％増）、売上総利益は

4,278,162千円（前年同期比21.3％増）、営業利益は648,622千円（前年同期比56.3％増）、経常利益は718,468千円

（前年同期比66.7％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は405,564千円（前年同期比65.5％増）となりまし

た。

 
セグメント別の業績は次のとおりであります。

 
①物販事業

物販事業におきましては、インターネット通販サイト「BEAUTY GARAGE Online Shop」、全国主要都市のショー

ルーム＆ストア＋法人営業チーム、カタログ通販誌「BG STYLE」および各グループ会社を通して、理美容機器や化

粧品・消耗品等のプロ向け美容商材を、国内外の理美容室、エステサロン、リラクゼーションサロン、ネイルサロ

ン、アイラッシュサロン向けに提供しております。

当第３四半期連結累計期間におきましては、ECサイトのUI/UXの着実な改善と進化を継続することに加えて、アク

ティブユーザー数の増加と利用頻度向上施策に注力してまいりました。また新型コロナウイルス感染拡大の中、美

容業界全体で遅れていたデジタル化が促進した影響もあって新規会員獲得数やECサイトへのアクセス数も大きく増

加致しました。

この結果、EC売上高が前年同期比28.8％増（物販売上構成比79.4％）と伸長した貢献が大きく、物販事業全体と

しての売上高は10,978,623千円（前年同期比22.5％増）、セグメント利益は568,503千円（前年同期比40.1％増）と

なりました。

 
②店舗設計事業

店舗設計事業におきましては、連結子会社である株式会社タフデザインプロダクトにより東京・金沢・福岡・大

阪・名古屋において店舗設計・工事施工管理を提供しております。

トレンドを捉えたデザイン性の高い店舗設計デザインの提案を行うことで独立開業を目指す顧客から高い支持を

得ており、新規開業顧客に加えて、大手チェーン店本部からの受注も獲得してまいりました。当第３四半期連結累

計期間におきましては、期初より新型コロナウイルス感染拡大の影響で美容サロン等の新規出店の中止・延期が相

次いでいたことで、案件数が大幅に減少しておりましたが、第２四半期以降においては、前年を上回るペースにま

で回復してきております。この結果、当事業の売上高は2,011,888千円（前年同期比7.0％減）、セグメント利益は

73,938千円（前年同期比31.4％減）となりました。

 
③その他周辺ソリューション事業

その他周辺ソリューション事業におきましては、ビューティサロンの開業と経営に必要なサポートとして開業プ

ロデュース、居抜き物件仲介、集客支援、講習・アカデミー、損害保険、システム導入支援、店舗リース、M&A仲介

等の各種ソリューションサービスを、各種専門WEBサイトと全国主要都市のショールームを通して提供しておりま

す。

当第３四半期連結累計期間におきましては、各種サービスのうち、店舗リース、居抜き物件仲介、決済支援が堅

調に伸長したことにより、当事業の売上高は436,205千円（前年同期比20.6％増）、セグメント利益は62,544千円

（前年同期比115.8％増）となっております。
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(2) 財政状態の分析

 (流動資産)

当第３四半期連結会計期間末における流動資産は、前連結会計年度末に比べて17.9％増加し、7,071,588千円とな

りました。これは、主に現金預金、売上債権及びたな卸資産の増加によるものであります。

 

 (固定資産)

当第３四半期連結会計期間末における固定資産は、前連結会計年度末に比べて65.5％増加し、2,123,350千円とな

りました。これは、主に有形固定資産、無形固定資産及び投資その他の資産の増加があったことによるものであり

ます。

 

 (流動負債)

当第３四半期連結会計期間末における流動負債は、前連結会計年度末に比べて35.7％増加し、3,459,813千円とな

りました。これは、主に前受金、仕入債務、１年内返済予定の長期借入金及び賞与引当金の増加によるものであり

ます。

 (固定負債)

当第３四半期連結会計期間末における固定負債は、前連結会計年度末に比べて99.5％増加し、1,261,201千円とな

りました。これは、主に長期借入金の増加によるものであります。

 

 (純資産)

当第３四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べて9.1％増加し、4,473,924千円となり

ました。これは、主に自己株式の取得による減少36,094千円と配当金の支払に伴い利益剰余金の減少63,124千円が

あったものの、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上に伴い利益剰余金の増加405,564千円があったことによる

ものであります。

 
 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。
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(4) 生産、受注及び販売の実績

① 生産実績

当第３四半期連結累計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 生産高(千円) 前年同四半期比(％)

店舗設計事業 1,776,855 △5.9
 

(注) １．セグメント間取引については、相殺消去しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３．金額は製造原価によっております。

 

② 仕入実績

当第３四半期連結累計期間における仕入実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 仕入高(千円) 前年同四半期比(％)

物販事業 7,118,398 +19.1

その他周辺ソリューション事業 182,026 +24.7

合計 7,300,425 +19.3
 

(注) １．セグメント間取引については、相殺消去しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３．金額は仕入価格によっております。

 

③ 受注実績

当第３四半期連結累計期間における受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 受注高(千円)
前年同四半期比

(％)
受注残高(千円)

前年同四半期比
(％)

店舗設計事業 2,535,808 +2.8 803,034 +61.4
 

(注) １．セグメント間取引については、相殺消去しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

④ 販売実績

当第３四半期連結累計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 販売高(千円)

前年同四半期比(％)
 区分

前第３四半期

連結累計期間

当第３四半期

連結累計期間

物販事業 8,960,951 10,978,623 22.5

 理美容機器・用品 4,128,755 4,865,124 17.8

 化粧品等 4,394,563 5,621,300 27.9

 金属スチール家具 437,631 492,198 12.5

店舗設計事業 2,164,268 2,011,888 △7.0

その他周辺ソリューション事業 361,819 436,205 20.6

合計 11,487,039 13,426,717 16.9
 

(注) １．セグメント間取引については、相殺消去しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 21,160,000

計 21,160,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2021年１月31日)

提出日現在
発行数(株)

(2021年３月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 6,376,000 6,376,000
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は100株
であります。

計 6,376,000 6,376,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2020年11月１日～
2021年１月31日

― 6,376,000 ― 768,385 ― 719,652
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(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2021年１月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
普通株式

― ―
84,600

完全議決権株式(その他)
普通株式

62,874
単元株式数は100株であります。権利
内容に何ら限定のない当社における標
準となる株式であります。

6,287,400

単元未満株式
普通株式

― ―
4,000

発行済株式総数 6,376,000 ― ―

総株主の議決権 ― 62,874 ―
 

 

② 【自己株式等】

2021年１月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社ビューティガ
レージ

東京都世田谷区桜新町１丁
目34番25号

84,600 - 84,600 1.3

計 ― 84,600 - 84,600 1.3
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出後、当第３四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(2020年11月１日から2021年

１月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(2020年５月１日から2021年１月31日まで)の四半期連結財務諸表につい

て、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          前連結会計年度
(2020年４月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年１月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 2,212,210 2,265,743

  受取手形及び売掛金 1,067,317 1,473,148

  営業投資有価証券 154,521 164,521

  商品及び製品 1,756,880 2,014,088

  仕掛品 111,734 299,606

  前渡金 297,590 437,524

  その他 408,300 434,689

  貸倒引当金 △8,265 △17,733

  流動資産合計 6,000,291 7,071,588

 固定資産   

  有形固定資産 299,585 465,838

  無形固定資産   

   のれん 94,396 482,641

   その他 275,768 362,580

   無形固定資産合計 370,165 845,221

  投資その他の資産 613,383 812,290

  固定資産合計 1,283,134 2,123,350

 資産合計 7,283,425 9,194,939

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 1,176,474 1,351,152

  短期借入金 15,000 50,000

  1年内返済予定の長期借入金 283,316 420,632

  未払金 188,925 256,335

  未払法人税等 192,241 170,913

  前受金 187,747 492,403

  賞与引当金 57,748 145,332

  その他 447,255 573,043

  流動負債合計 2,548,707 3,459,813

 固定負債   

  長期借入金 429,744 1,017,708

  退職給付に係る負債 7,989 7,688

  ポイント引当金 88,061 119,001

  資産除去債務 44,907 54,361

  その他 61,409 62,442

  固定負債合計 632,112 1,261,201

 負債合計 3,180,819 4,721,014

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 768,385 768,385

  資本剰余金 713,929 744,408

  利益剰余金 2,609,227 2,944,106

  自己株式 △97,907 △134,002

  株主資本合計 3,993,634 4,322,897

 その他の包括利益累計額   

  為替換算調整勘定 △20,825 △4,688

  その他の包括利益累計額合計 △20,825 △4,688

 非支配株主持分 129,797 155,714

 純資産合計 4,102,606 4,473,924

負債純資産合計 7,283,425 9,194,939
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2019年５月１日
　至 2020年１月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2020年５月１日
　至 2021年１月31日)

売上高 11,487,039 13,426,717

売上原価 7,959,047 9,148,554

売上総利益 3,527,991 4,278,162

販売費及び一般管理費 3,112,900 3,629,540

営業利益 415,090 648,622

営業外収益   

 受取利息及び配当金 64 144

 固定資産売却益 4,298 469

 投資有価証券売却益 5,746 -

 保険解約益 - 49,257

 その他 9,577 31,376

 営業外収益合計 19,686 81,248

営業外費用   

 支払利息 1,740 3,862

 為替差損 - 2,212

 障害者雇用納付金 1,280 2,050

 その他 747 3,277

 営業外費用合計 3,768 11,402

経常利益 431,008 718,468

特別利益   

 特別利益合計 - -

特別損失   

 投資有価証券評価損 - 21,708

 減損損失 16,695 21,106

 特別損失合計 16,695 42,815

税金等調整前四半期純利益 414,313 675,652

法人税、住民税及び事業税 189,898 301,104

法人税等調整額 △24,163 △35,275

法人税等合計 165,735 265,828

四半期純利益 248,578 409,824

非支配株主に帰属する四半期純利益 3,450 4,260

親会社株主に帰属する四半期純利益 245,127 405,564
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2019年５月１日
　至 2020年１月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2020年５月１日
　至 2021年１月31日)

四半期純利益 248,578 409,824

その他の包括利益   

 為替換算調整勘定 △4,392 15,769

四半期包括利益 244,185 425,593

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 241,276 420,965

 非支配株主に係る四半期包括利益 2,908 4,628
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

当第３四半期連結累計期間
(自 2020年５月１日 至 2021年１月31日)

第２四半期連結会計期間より、株式会社松風、株式会社まつげエクステンション研究所、MATSUKEN VIETNAM CO.,LTD
及び株式会社和楽の株式を取得したため、また、株式会社ビュートピアを新規設立したため、連結の範囲に含めてお
ります。

 

 

(会計方針の変更)

該当事項はありません。

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のと

おりであります。

 
　 前第３四半期連結累計期間

（自　2019年５月１日
　　至　2020年１月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2020年５月１日
　　至　2021年１月31日）

減価償却費 116,447 千円 121,876 千円

のれん償却費 33,351 千円 47,828 千円
 

 

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 2019年５月１日 至 2020年１月31日)

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月13日
取締役会決議

普通株式 57,379 9.00 2019年４月30日 2019年７月26日 利益剰余金
 

 

２　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間(自 2020年５月１日 至 2021年１月31日)

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年６月12日
取締役会決議

普通株式 63,124 10.00 2020年４月30日 2020年７月31日 利益剰余金
 

 

２　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2019年５月１日 至 2020年１月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

 報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

 物販事業 店舗設計事業
その他周辺ソ
リューション
事業

計

売上高       

  外部顧客への売上高 8,960,951 2,164,268 361,819 11,487,039 - 11,487,039

 セグメント間の内部売上高
 又は振替高

57,891 36,828 17,051 111,771 △111,771 -

計 9,018,843 2,201,096 378,871 11,598,810 △111,771 11,487,039

セグメント利益 405,845 107,850 28,978 542,673 △127,583 415,090
 

（注）１．セグメント利益の調整額△127,583千円には、セグメント間取引消去32,687千円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△160,270千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管

理費であります。

　　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

物販事業に属する連結子会社BEAUTY GARAGE MALAYSIA SDN.BHDに係るのれんについて、当初想定していた収益の

達成に遅れが生じており、計画値の達成には時間を要すると判断したことから、未償却残高16,695千円を減損損失

として特別損失に計上しております。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2020年５月１日 至 2021年１月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

 報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

 物販事業 店舗設計事業
その他周辺ソ
リューション
事業

計

売上高       

  外部顧客への売上高 10,978,623 2,011,888 436,205 13,426,717 - 13,426,717

 セグメント間の内部売上高
 又は振替高

39,182 22,194 16,037 77,414 △ 77,414 -

計 11,017,805 2,034,082 452,242 13,504,131 △ 77,414 13,426,717

セグメント利益 568,503 73,938 62,544 704,986 △ 56,363 648,622
 

（注）１．セグメント利益の調整額△56,363千円には、セグメント間取引消去57,690千円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△114,053千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管

理費であります。

　　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

物販事業に属する連結子会社台灣美麗平台股份有限公司（BEAUTY GARAGE TAIWAN Inc.）に係るのれんについて、

当初想定していた収益の達成に遅れが生じており、計画値の達成には時間を要すると判断したことから、21,106千

円を減損損失として特別損失に計上しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 2019年５月１日
至 2020年１月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2020年５月１日
至 2021年１月31日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 38.72 円 64.46 円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 245,127 405,564

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(千円)

245,127 405,564

普通株式の期中平均株式数(株) 6,330,276 6,291,675
 

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため、記載

しておりません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

 

2021年３月11日
 

 

株式会社 ビューティガレージ

取   締   役   会 御中
 

 

 

有限責任監査法人 トーマツ  
東京事務所  

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 藤　　本　　貴　　子 ㊞

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 中　　山　　太　　一 ㊞

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ビュー

ティガレージの2020年５月１日から2021年４月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2020年11月１日か

ら2021年１月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2020年５月１日から2021年１月31日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ビューティガレージ及び連結子会社の2021年１月31日現

在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項

が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠し

て実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が

認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認め

られないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レ

ビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期

連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明する

ことが求められている。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の

事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の

作成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期

連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示してい

ないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。

監査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単

独で監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講

じている場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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